
『
江
戸
紫
』
モ
デ
ル
考

一
、
は
じ
め
に

た
た
め
、
久
松
町
の
古
着
問
屋
坂
松
屋
善
兵
衛
の
養
子
と
な
る
。
後
に
善

兵
衛
の
実
子
が
生
ま
れ
、
宗
治
郎
は
実
子
に
家
督
を
譲
る
た
め
放
蕩
生
活

を
送
る
。
勘
当
さ
れ
た
後
、
宗
治
郎
は
許
嫁
の
お
組
と
別
れ
、
一
人
上
州

へ
旅
立
つ
。
上
州
で
は
絹
問
屋
の
手
代
と
し
て
働
き
、
こ
の
縁
に
よ
り
江

戸
で
商
売
を
は
じ
め
る
。
あ
る
日
宗
治
郎
は
、
得
意
先
の
家
で
琴
の
師
匠

を
す
る
お
組
と
再
会
す
る
。
さ
ら
に
得
意
先
で
宗
治
郎
は
、
実
の
祖
父
と

会
い
こ
れ
ま
で
の
経
緯
を
語
る
。
実
祖
父
の
働
き
か
け
に
よ
り
、
宗
治
郎

は
坂
松
屋
か
ら
の
勘
当
が
解
か
れ
、
お
組
の
零
落
し
て
い
た
家
を
再
興
さ

せ
る
。
宗
治
郎
と
お
組
は
無
事
結
ば
れ
、
坂
松
屋
と
お
組
の
実
家
は
と
も

に
栄
え
る
。

稿
者
が
問
題
と
し
た
い
の
は
、
「
江
戸
紫
」
の
舞
台
が
久
松
町
の
古
着
問

屋
と
設
定
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
従
来
の
研
究
で
は
、
こ
の
点
に
は
言

及
さ
れ
て
お
ら
ず
、
坂
松
屋
の
所
在
地
と
し
て
久
松
町
が
ふ
さ
わ
し
い
場

黒
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「
江
戸
紫
」
は
、
文
化
年
間
（
一
八
○
四
～
一
八
）
に
成
立
し
た
と
さ
れ

（
１
）

て
い
る
写
本
小
説
で
、
刊
行
さ
れ
ず
に
、
貸
本
に
よ
っ
て
流
通
し
た
。
作

者
は
不
明
だ
が
、
職
業
作
家
で
は
な
く
繊
維
業
関
係
者
で
素
人
作
家
で
は

（
ワ
ニ

な
い
か
と
推
察
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
「
江
戸
紫
』
は
、
「
清
談
峯
初
花
」
（
十

（
３
）

返
舎
一
九
著
、
初
編
文
政
一
一
年
刊
）
の
粉
本
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
る
。

「
清
談
峯
初
花
」
が
人
情
本
初
作
品
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
「
江
戸
紫
」

は
人
情
本
史
に
と
っ
て
重
要
な
作
品
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
そ
の
上
、
現

（
４
－

在
ま
で
に
三
十
一
一
一
本
の
諸
本
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
当
時
広
く
読
ま
れ
て

い
た
こ
と
が
想
像
で
き
る
。

ま
ず
は
、
「
江
戸
紫
」
の
あ
ら
す
じ
を
簡
単
に
紹
介
す
る
。
主
人
公
の
宗

治
郎
は
、
西
国
か
ら
駆
落
ち
し
た
浪
人
夫
婦
の
子
供
で
、
両
親
が
早
世
し



本
節
で
は
、
久
松
町
が
ど
の
よ
う
な
場
所
で
あ
っ
た
の
か
、
作
品
描
写

と
成
立
時
期
の
資
料
を
比
較
し
、
久
松
町
に
古
着
問
屋
が
あ
っ
た
か
検
証

す
る
。ま
ず
は
「
江
戸
紫
」
に
お
い
て
、
久
松
町
と
坂
松
屋
が
ど
の
よ
う
に
描

か
れ
て
い
る
か
を
確
認
す
る
。

・
久
松
町
辺
に
広
々
住
ひ
、
古
着
丹
物
木
綿
物
数
々
あ
き
の
ふ
商
人

に
て
、
名
は
坂
松
屋
善
兵
衛
辿
、
代
々
続
き
し
富
貴
の
家
有
り
。

夫
婦
中
む
つ
ま
し
く
、
下
ノ
～
迄
も
慈
悲
深
く
心
に
任
せ
し
身
な

（
５
）

れ
・
・
・
（
巻
之
一
）

・
扱
又
愛
に
西
国
辺
の
浪
人
に
て
、
人
が
ら
も
賎
し
か
ら
ぬ
若
き
夫

婦
（
中
略
）
二
入
り
連
れ
に
て
当
処
も
な
し
に
迷
ひ
来
た
り
て
、

少
し
の
知
る
家
を
便
り
、
彼
の
善
兵
衛
か
地
面
内
に
店
を
借
り
、

渡
世
の
業
も
知
ら
さ
れ
は
、
妻
は
琴
の
指
南
を
し
て
、
一
日
二
日

二
、
『
江
戸
紫
」
の
舞
台
久
松
町

と
立
つ
…
（
巻
之
ご

右
引
用
部
に
あ
る
よ
う
に
、
坂
松
屋
は
久
松
町
で
代
々
古
着
屋
を
営
む
富

商
で
、
宗
治
郎
の
実
父
母
が
江
戸
で
浪
人
と
な
っ
た
際
に
は
、
敷
地
内
に

店
を
貸
し
与
え
て
い
る
。
ま
た
、
宗
治
郎
が
勘
当
さ
れ
る
場
面
に
、
「
狐
久

松
町
に
て
は
、
京
都
の
大
番
頭
下
り
て
、
段
／
、
宗
治
郎
が
事
を
聞
い
て
、

今
夜
中
に
宗
治
郎
返
り
候
は
雰
直
ぐ
に
寄
合
て
相
談
最
中
。
（
巻
之
二
）
」

と
記
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
坂
松
屋
は
京
都
に
本
店
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

一
般
的
に
、
江
戸
の
商
家
は
、
大
き
く
二
つ
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
つ
は
、
本
店
が
上
方
に
あ
っ
て
、
江
戸
の
需
要
に
応
え
る
た
め
に
江
戸

に
店
を
持
つ
出
店
。
も
う
一
つ
は
、
武
士
か
ら
商
人
に
な
る
な
ど
し
て
、

江
戸
で
商
売
を
は
じ
め
る
地
店
で
あ
る
。
出
店
は
家
康
入
府
以
降
、
御
用

商
人
と
し
て
長
く
江
戸
の
需
要
を
支
え
て
い
た
。
ま
た
上
方
や
伊
勢
・
近

江
な
ど
に
本
店
が
あ
る
た
め
資
本
力
が
あ
り
、
有
力
な
商
家
で
あ
っ
た
場

合
が
多
い
。
さ
ら
に
出
店
の
場
合
、
働
く
人
間
は
全
て
男
性
で
あ
っ
た
。

一
方
地
店
は
、
大
き
な
資
本
力
を
持
っ
て
い
な
い
場
合
が
多
く
、
店
の
規

模
と
数
に
お
い
て
出
店
に
劣
る
。

「
江
戸
紫
」
の
場
合
、
京
都
に
本
店
が
あ
り
坂
松
屋
は
出
店
と
な
る
が
、

「
夫
婦
中
む
つ
ま
し
く
」
と
あ
る
よ
う
に
夫
婦
住
ま
い
で
あ
る
こ
と
か
ら
矛

盾
が
見
ら
れ
る
。
加
え
て
「
江
戸
紫
」
の
結
末
で
、
宗
治
郎
の
勘
当
が
と

か
れ
る
場
面
が
描
か
れ
る
も
、
京
都
の
本
店
は
登
場
す
る
こ
と
な
く
、
宗
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所
で
あ
る
か
検
証
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
「
江
戸
紫
」
の
舞

台
に
着
目
し
、
久
松
町
が
ど
の
よ
う
な
町
で
あ
っ
た
か
、
ま
た
古
着
問
屋

が
存
在
し
て
い
た
か
を
明
ら
か
に
す
る
。
そ
の
上
で
「
江
戸
紫
」
が
実
在

の
商
家
を
モ
デ
ル
と
し
て
い
た
可
能
性
を
提
示
し
た
い
。
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【図一一Ａ１「日本橋北神田浜町絵図」（国方同会図密館デジタルコレクション）

治
郎
の
実
祖
父
が
直
接
養
父

へ
働
き
か
け
る
こ
と
で
そ
れ

が
成
立
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、

「
京
都
の
本
店
」
が
登
場
す
る

の
は
、
坂
松
屋
が
大
き
な
商

家
で
あ
る
と
印
象
づ
け
る
た

め
の
効
果
と
考
え
ら
れ
る
。

た
だ
、
こ
の
よ
う
な
描
写
が

あ
る
に
し
て
も
、
坂
松
屋
が

老
舗
で
裕
福
な
商
家
と
し
て

描
か
れ
、
そ
の
地
域
に
久
松

町
が
選
ば
れ
て
い
る
点
に
は
、

何
ら
か
の
意
図
が
あ
っ
た
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

で
は
、
実
際
に
久
松
町
は
、

ど
の
よ
う
な
地
域
で
あ
っ
た

の
だ
ろ
う
か
。
ま
ず
は
久
松

町
の
位
置
を
、
図
一
と
し
て

掲
げ
た
「
日
本
橋
北
神
田
浜

町
絵
図
」
（
嘉
永
三
年
［
一
八



（
６
）

五
○
］
刊
）
の
地
図
か
ら
確
認
す
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
久
松
町
は
浜
町

堀
に
架
か
る
栄
術
の
東
詰
に
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
『
江
戸
買
物
独

案
内
』
（
文
政
七
年
［
一
八
二
四
］
）
に
よ
れ
ば
、
久
松
町
周
辺
に
は
、
古

着
問
屋
が
軒
を
連
ね
て
お
り
、
そ
こ
に
は
江
口
屋
仁
平
治
の
名
前
が
挙
が

（
７
）

っ
て
い
る
。

こ
の
古
着
問
屋
江
口
屋
に
つ
い
て
、
詳
し
く
記
述
さ
れ
て
い
る
資
料
に

（
８
）

「
古
着
問
屋
旧
記
（
以
下
「
旧
記
」
し
」
略
記
）
」
が
あ
る
。
こ
の
「
旧
記
」

は
古
荊
問
屋
が
榔
典
さ
れ
る
際
に
、
幕
府
へ
の
返
答
と
し
て
出
さ
れ
た
も

の
で
、
歴
代
江
川
屋
に
関
す
る
記
述
を
は
じ
め
と
す
る
様
々
な
文
普
が
収

め
ら
れ
て
い
る
。
ま
ず
初
代
の
江
口
屋
に
関
す
る
記
述
は
、
次
の
よ
う
な

も
の
で
あ
る
。

一
難
波
町
裏
川
岸
古
着
問
屋
江
口
屋
仁
平
治
祖
先
は
、
武
家
の
浪
人

に
て
、
江
口
藤
兵
衛
と
申
候
、
但
し
、
競
上
出
羽
守
様
御
幕
下
羽

州
機
屋
の
城
主
江
口
五
郎
兵
衛
の
男
と
承
り
候
、
機
屋
落
て
上
方

に
登
り
、
後
に
上
野
国
に
住
し
、
元
和
の
始
頃
御
当
地
に
来
り
、

【図一一Ｂ】久松町周辺拡大図（｢図一一Ａの拡大）

一
先
祖
藤
兵
術
奥
筋
に
木
綿
出
来
不
し
申
候
儀
は
承
知
し
候
に
付
、
元

和
八
成
年
よ
り
古
着
を
買
入
、
奥
筋
に
売
渡
し
申
候
、
苗
字
を
其

の
ま
曾
屋
号
と
仕
候
。

引
用
部
で
は
、
江
口
屋
を
「
難
波
町
裏
川
岸
」
と
し
て
い
る
が
、
延
享
三

1１２



年
（
一
七
四
三
）
か
ら
文
政
十
二
年
（
一
八
二
九
）
の
間
、
江
口
屋
は
久

（
９
）

松
町
に
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
「
江
戸
紫
」
成
立
時
点
で
は
、
江
口
屋
は
久

松
町
に
存
在
し
、
開
業
か
ら
約
百
八
十
年
続
く
老
舗
の
古
着
問
屋
で
あ
っ

た
。
つ
ま
り
「
江
戸
紫
」
の
坂
松
屋
が
、
久
松
町
の
老
舗
古
着
問
屋
と
し

て
描
か
れ
る
に
あ
た
っ
て
は
、
江
口
屋
と
い
う
実
在
す
る
老
舗
の
古
着
問

屋
を
下
敷
き
と
し
て
い
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

三
、
宗
治
郎
と
江
口
屋
当
主
と
の
共
通
点

そ
れ
は
武
士
の
血
筋
で
あ
る
こ
と
が
影
響
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
宗

治
郎
の
実
父
母
は
元
々
西
国
の
武
家
で
、
由
緒
正
し
い
家
柄
で
あ
っ
た
。

小
説
に
お
い
て
、
武
家
の
血
は
優
れ
た
人
物
の
条
件
と
し
て
設
定
さ
れ
る

こ
と
が
多
い
が
、
先
に
引
用
し
た
「
旧
記
」
の
記
事
に
あ
る
よ
う
に
、
江

口
屋
は
武
家
の
出
身
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
宗
治
郎
と
初
代
江
口
屋
が
武

士
と
い
う
点
で
共
通
し
て
い
る
。
よ
っ
て
宗
治
郎
が
武
家
の
血
を
引
く
存

在
と
し
た
の
は
、
優
れ
た
人
物
と
し
て
造
形
す
る
以
外
の
目
的
が
あ
っ
た

の
で
は
な
い
か
。

ま
た
、
宗
治
郎
の
も
う
ひ
と
つ
の
特
徴
と
し
て
、
血
の
つ
な
が
り
を
重

視
す
る
姿
勢
が
挙
げ
ら
れ
る
。

其
上
此
程
母
の
遺
言
に
て
初
て
此
家
の
血
脈
に
あ
ら
ん
事
を
知
り
、

其
時
よ
り
何
卒
此
家
を
善
治
郎
に
譲
り
度
思
ひ
、
是
よ
り
お
組
を
も

難
面
く
あ
し
ら
い
、
（
中
略
）
何
卒
善
治
郎
と
中
能
く
夫
婦
に
な
ら
ば

さ
い
わ
い
。
（
巻
之
二

右
の
通
り
、
養
母
の
遺
言
に
よ
っ
て
宗
治
郎
は
、
家
の
血
を
引
い
て
い
な

い
こ
と
を
知
り
、
実
子
善
治
郎
に
家
を
相
続
さ
せ
よ
う
と
い
う
考
え
に
至

る
。
一
方
許
嫁
の
お
組
の
家
に
対
し
て
も
、
同
様
の
姿
勢
が
見
ら
れ
る
。

わ
た
し
も
室
町
の
し
ん
し
や
う
を
取
り
立
て
る
の
は
お
組
を
思
ふ
所

で
は
な
い
。
（
中
略
）
母
へ
一
つ
の
恩
を
か
へ
そ
ふ
と
思
ひ
此
説
其
普

請
最
中
、
出
来
た
な
ら
は
、
お
賎
さ
ん
の
子
蔑
之
介
を
主
に
し
て
、
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前
節
で
は
、
「
江
戸
紫
」
で
描
か
れ
る
久
松
町
と
実
際
の
久
松
町
を
比
較

し
、
坂
松
屋
に
類
似
す
る
実
在
の
古
着
問
屋
に
江
口
屋
の
名
前
が
見
ら
れ

る
こ
と
を
確
認
し
た
。
本
節
で
は
、
具
体
的
に
坂
松
屋
宗
治
郎
と
の
共
通

点
を
明
ら
か
に
し
、
宗
治
郎
の
モ
デ
ル
と
な
り
う
る
か
に
つ
い
て
述
べ
た

い
Ｏ

宗
治
郎
は
左
の
引
用
の
よ
う
に
、
若
く
か
ら
家
業
を
手
伝
い
、
そ
の
う

え
孝
行
を
尽
く
す
理
想
的
な
人
物
と
さ
れ
て
い
る
。

発
明
な
る
事
は
一
チ
を
聞
い
て
蔦
を
悟
り
、
十
四
才
の
時
よ
り
、
し

よ
／
～
の
屋
敷
表
向
見
世
の
し
め
括
り
、
一
入
り
し
て
す
る
く
ら
い

の
、
其
上
に
親
孝
行
の
事
ゆ
へ
、
廿
四
孝
の
其
中
に
、
ま
た
と
あ
る

ま
じ
き
と
い
ふ
・
・
・
（
巻
之
一
）
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別
の
古
着
問
屋
山
田
屋
と
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
五
代
目
仁
平
治
か
ら
、

六
代
目
六
郎
兵
衛
へ
の
相
続
は
、
血
縁
が
重
視
さ
れ
た
も
の
と
言
え
る
。

こ
う
し
た
五
代
目
の
姿
は
、
宗
治
郎
の
特
徴
に
つ
な
が
る
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
作
品
の
結
末
で
、
善
治
郎
が
坂
松
屋
を
継
ぎ
、
宗
治
郎
が
お
組
の

実
家
を
再
興
さ
せ
た
後
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
子
供
に
つ
い
て
の
描
写
が
見
ら

れ
る
。

〔
図
二
】
江
口
屋
家
系
図
（
「
古
筋
問
屋
旧
記
」
を
も
と
に
作
成
）

元
の
通
り
糸
店
を
椿
へ
や
ふ
と
其
心
掛
て
・
・
・
（
巻
之
五
）

お
組
と
宗
治
郎
の
養
母
と
は
、
姪
と
叔
母
の
関
係
で
あ
り
、
右
の
引
用
の

通
り
、
宗
治
郎
が
お
組
の
実
家
を
再
興
さ
せ
れ
ば
、
養
母
へ
の
恩
返
し
に

つ
な
が
る
。
た
だ
お
組
の
家
を
再
興
さ
せ
る
と
い
っ
て
も
、
宗
治
郎
自
身

が
家
業
に
関
わ
る
わ
け
で
は
な
く
、
寓
之
介
（
お
組
の
甥
）
を
当
主
と
し

て
い
る
。
こ
こ
で
も
宗
治
郎
は
、
相
続
に
お
い
て
血
筋
を
重
視
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
血
筋
に
よ
る
相
続
を
重
ん
じ
る
姿
は
、
宗
治
郎
と
い
う
人

物
を
特
徴
づ
け
る
大
き
な
要
素
と
い
え
よ
う
。
こ
う
し
た
特
徴
を
踏
ま
え
、

「
旧
記
」
に
お
け
る
五
代
目
仁
平
治
の
記
事
に
着
目
し
た
い
。
ち
な
み
に
、

江
口
屋
の
家
系
図
に
つ
い
て
は
、
図
二
に
系
図
を
掲
げ
た
の
で
、
適
宜
参

照
さ
れ
た
い
。

（
Ⅲ
〉

五
代
目
江
口
屋
仁
平
治

マ
マ

右
は
五
代
目
は
、
甚
右
衛
門
召
仕
に
有
し
之
候
処
、
相
続
人
幼
少
に

付
、
甚
右
衛
門
養
子
に
相
成
、
古
着
問
屋
相
続
仕
、
甚
右
衛
門
残
置

候
幼
少
の
体
六
郎
兵
衛
に
六
代
目
相
続
為
し
致
、
右
仁
平
治
実
体
の

跡
山
田
屋
平
右
衛
門
と
仕
、
本
家
同
様
古
着
問
屋
渡
世
為
し
仕
候
、
此

平
右
衛
門
後
に
仁
平
治
と
改
名
仕
候
。

五
代
目
仁
平
治
は
、
四
代
目
甚
右
衛
門
の
も
と
で
働
い
た
が
、
甚
右
衛
門

の
子
六
郎
兵
衛
が
幼
か
っ
た
た
め
、
養
子
と
な
り
江
口
屋
を
相
続
し
た
。

六
郎
兵
衛
が
成
長
し
た
後
、
仁
平
治
は
江
口
屋
を
譲
り
、
自
身
の
実
子
は



両
家
の
賑
わ
い
善
兵
衛
隠
居
し
て
世
の
中
の
事
は
宗
治
郎
善
治
郎
に

任
せ
、
さ
い
わ
い
宗
治
郎
の
一
子
金
次
郎
を
善
治
郎
の
娘
お
幸
と
行

／
～
は
夫
婦
に
し
て
久
松
町
の
跡
を
取
ら
す
れ
ぱ
、
宗
治
郎
の
窪
も

た
ち
、
兄
弟
中
能
く
繁
盛
の
元
な
ら
ん
…
（
巻
之
五
）

善
治
郎
と
宗
治
郎
の
そ
れ
ぞ
れ
の
子
が
、
夫
婦
に
な
る
こ
と
で
、
二
つ
の

家
が
一
つ
と
な
り
、
ま
す
ま
す
栄
え
る
。
こ
う
し
た
出
来
事
は
、
江
口
屋

に
お
い
て
も
見
る
ら
れ
る
。

七
代
目
江
口
屋
六
郎
兵
衛

右
七
代
目
古
着
問
屋
相
続
為
し
仕
候
処
、
享
保
八
卯
年
中
早
世
仕
候
、

依
し
之
六
代
目
六
郎
兵
衛
事
甚
右
衛
門
、
江
口
屋
の
家
名
断
絶
を
相

嘆
き
、
前
書
五
代
目
仁
平
治
の
枠
に
て
別
段
古
着
問
屋
渡
世
罷
仕
候

平
右
衛
門
事
山
田
屋
仁
平
治
を
以
、
八
代
目
相
続
為
し
仕
、
此
節
両

家
一
軒
に
相
成
、
村
松
町
え
引
移
り
申
候
。

る
点
、
血
縁
に
よ
る
相
続
を
重
視
す
る
点
の
二
点
に
集
約
で
き
る
。
こ
れ

ら
の
特
徴
を
、
江
口
屋
の
当
主
と
照
ら
し
合
わ
せ
た
と
こ
ろ
、
以
下
の
よ

う
な
共
通
点
が
見
ら
れ
た
。

①
宗
治
郎
と
初
代
藤
兵
衛
は
武
家
の
出
身
で
あ
る
こ
と
。

②
宗
治
郎
の
血
縁
に
よ
る
相
続
を
重
視
し
て
い
る
姿
が
、
五
代
目
仁
平

治
に
見
ら
れ
る
こ
と
。

③
も
と
は
別
々
の
二
つ
の
家
が
ひ
と
つ
と
な
る
こ
と
。

つ
ま
り
、
「
江
戸
紫
」
の
主
人
公
で
あ
る
宗
治
郎
と
、
久
松
町
に
実
在
し

た
江
口
屋
の
当
主
と
の
共
通
点
が
多
い
こ
と
か
ら
、
宗
治
郎
の
モ
デ
ル
と

し
て
か
れ
ら
を
想
定
す
る
こ
と
は
妥
当
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

本
稿
で
は
、
「
江
戸
紫
」
が
、
久
松
町
に
あ
る
老
舗
の
古
着
問
屋
を
舞
台

と
し
て
い
る
こ
と
に
着
目
し
、
「
江
戸
紫
」
が
実
在
の
商
家
を
モ
デ
ル
と
し

て
い
た
可
能
性
を
検
証
し
て
き
た
。
「
江
戸
買
物
独
案
内
」
に
よ
れ
ば
、
久

松
町
周
辺
に
は
古
着
問
屋
が
軒
を
連
ね
て
お
り
、
そ
こ
に
江
口
屋
仁
平
治

の
名
前
が
あ
が
っ
て
い
た
。
江
口
屋
仁
平
治
を
「
旧
記
」
で
確
認
す
る
と
、

開
業
か
ら
二
百
年
近
く
続
い
た
老
舗
で
あ
っ
た
。
ま
た
「
江
戸
紫
」
の
主

人
公
で
あ
る
宗
治
郎
と
江
口
屋
当
主
と
の
共
通
点
が
多
く
、
そ
れ
ら
を
下

四
、
お
わ
り
に

１１５

こ
の
記
述
に
よ
れ
ば
、
七
代
目
の
早
世
に
よ
る
、
家
名
断
絶
を
嘆
い
た
六

郎
兵
衛
が
、
山
田
屋
と
し
て
別
家
し
て
い
た
五
代
目
の
実
子
を
八
代
目
仁

平
治
と
し
た
経
緯
が
わ
か
る
。
ま
た
江
口
屋
の
当
主
は
、
甚
右
衛
門
や
六

郎
兵
衛
の
名
を
用
い
て
い
た
が
、
八
代
目
以
降
は
仁
平
治
を
名
乗
っ
て
い

る
。
す
な
わ
ち
、
仁
平
治
と
い
う
名
前
を
継
承
す
る
こ
と
で
、
五
代
目
を

特
別
な
存
在
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

以
上
の
よ
う
に
、
「
江
戸
紫
」
の
宗
治
郎
の
特
徴
は
、
武
家
の
出
自
で
あ



（
注
）

（
１
）
鈴
木
圭
一
「
「
江
戸
紫
」
諸
本
考
」
（
「
鯉
丈
往
来
」
一
五
、
二
○
一

四
年
一
二
月
）
。

（
２
）
前
田
愛
「
「
江
戸
紫
』
Ｉ
素
人
作
者
の
役
割
ｌ
」
（
「
国
語
と
国
文

学
」
三
五
、
一
九
五
八
年
六
月
）
。

（
３
）
注
（
２
）
前
掲
書
、
前
田
氏
は
「
江
戸
紫
」
粉
本
と
す
る
作
品
と
し

て
、
「
清
談
峯
初
花
」
・
「
洗
鹿
子
紫
の
江
戸
染
』
（
墨
川
亭
雪
麿
著
、
初

編
天
保
六
年
刊
行
）
・
「
琴
声
美
人
録
」
（
山
東
京
山
著
、
初
編
弘
化
四
年

刊
行
）
・
「
春
色
江
戸
紫
」
（
山
々
亭
有
人
箸
、
初
編
元
治
元
年
刊
行
）
の

四
作
を
あ
げ
て
い
る
。

（
４
）
注
（
１
）
前
掲
書
。

（
５
）
本
文
の
翻
刻
は
、
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
本
（
五
巻
五
冊
）
を
底

本
と
し
た
。
ま
た
翻
刻
に
は
、
適
宜
句
読
点
・
濁
点
を
加
え
た
。

な
お
「
江
戸
紫
」
の
翻
刻
は
、
拙
稿
「
写
本
「
江
戸
紫
」
翻
刻
紹
介

（
一
）
」
（
「
人
間
文
化
」
三
三
、
二
○
一
四
年
一
月
）
、
「
写
本
「
江
戸
紫
」

翻
刻
紹
介
（
二
）
」
（
「
人
間
文
化
」
三
四
、
二
○
一
四
年
四
月
）
、
「
写
本

「
江
戸
紫
」
翻
刻
紹
介
（
三
）
」
（
「
人
間
文
化
」
三
五
、
二
○
一
四
年
九

月
）
を
参
照
の
こ
と
。

（
６
）
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
よ
る
。

（
７
）
早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵
本
（
古
典
籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
）
に
よ

る
。
巻
之
二
「
ふ
」
項
に
は
、
伊
勢
屋
又
次
郎
（
新
大
阪
町
）
、
松
坂
屋

小
兵
衛
（
元
浜
町
）
、
大
惣
屋
又
兵
衛
（
富
沢
町
）
、
井
筒
屋
善
次
郎
（
田

所
町
）
、
松
坂
屋
治
兵
衛
（
元
浜
町
）
、
富
田
屋
四
郎
兵
衛
（
富
沢
町
）
、

松
坂
屋
佐
吉
（
元
浜
町
）
、
江
口
屋
仁
平
次
（
久
松
町
）
、
近
江
屋
与
兵

（
富
沢
町
）
、
美
濃
屋
宗
三
郎
（
室
町
二
丁
目
）
の
名
前
が
見
ら
れ
る
。

「
江
戸
買
物
独
案
内
」
で
は
、
「
江
口
屋
仁
平
次
」
と
あ
る
が
、
「
旧
記
」

で
は
「
江
口
屋
仁
平
治
」
と
あ
る
。
以
降
本
稿
で
は
、
「
旧
記
」
の
「
仁

平
治
」
表
記
に
統
一
す
る
。
な
お
、
久
松
町
に
古
着
問
屋
が
あ
っ
た
こ

と
は
、
白
石
孝
「
日
本
橋
村
松
町
・
久
松
町
商
業
史
覚
書
」
（
「
三
田
町

１１６

敷
き
と
し
た
可
能
性
が
高
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

以
上
の
こ
と
か
ら
推
測
す
る
と
、
「
江
戸
紫
」
は
江
口
屋
周
辺
の
人
物
に

執
筆
さ
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
実
在
す
る
人
物
を
想
起
さ

せ
る
記
述
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
出
版
さ
れ
ず
貸
本
を
通
じ
て
流
通
し

て
い
た
と
考
え
る
と
、
「
江
戸
紫
」
が
出
版
さ
れ
な
か
っ
た
点
に
説
明
が
つ

く
。

な
お
本
稿
で
は
、
「
江
一
戸
紫
」
と
実
在
す
る
江
口
屋
と
の
相
違
点
に
つ
い

て
は
言
及
で
き
て
い
な
い
。
相
違
点
を
論
じ
る
こ
と
で
、
本
作
品
が
ど
の

よ
う
に
し
て
成
立
し
た
の
か
を
考
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
江
口
屋
に
関

係
す
る
資
料
の
調
査
と
含
め
て
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。



（
９
）
注
（
８
）
前
掲
普
。
十
代
目
江
口
屋
仁
平
治
の
項
目
に
「
延
享
三
寅
年

類
焼
仕
、
久
松
町
裏
通
に
引
移
り
申
候
」
、
十
三
代
目
江
口
屋
仁
平
治
の

項
目
に
「
文
政
十
二
丑
年
三
月
神
田
佐
久
間
町
辺
よ
り
出
火
に
て
、
類

焼
仕
候
に
付
、
当
難
波
町
裏
川
岸
に
引
移
り
申
候
」
と
の
記
述
に
よ
る
。

学
研
究
」
四
三
’
一
一
、
二
○
○
○
作

（
８
）
赤
堀
又
次
郎
編
「
古
着
問
屋
碕

巻
」
国
瞥
刊
行
会
、
一
九
六
五
年
）

究
」
四
三
’
一
一
、
二
○
○
○
年
六
月
）
に
詳
し
い
。

赤
堀
又
次
郎
編
「
古
着
問
屋
旧
記
」
（
「
徳
川
時
代
商
業
叢
瞥
第
三

（
く
ろ
き
わ
さ
と
り
／
本
学
大
学
院
生
）

１１７

最
後
に
「
日
本
橋
北
神
田
浜
町
絵
図
」
掲
載
を
許
可
し
て
い
た
だ
い
た

国
立
国
会
図
書
館
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。


